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事例発表① 

 

演題：湧水を活用した復興まちづくり 

講師：大槌町教育委員会生涯学習課長 佐々木 育也 氏 

 

皆様こんにちは。岩手県大槌町の佐々木と申し

ます。 

本日は、湧水を活用した復興まちづくりについ

て、大槌町が震災後、どのようにまちづくりに湧

水を活かしてきたか、ご紹介させていただきたい

と思います。 

まずこちらの写真ですけれども、大槌町は大垣

市と同じトゲウオの仲間であるイトヨの生息地

です。 

大槌町は、岩手県の三陸海岸のちょうど中央に

位置しており、人口 1万人ほどの小さな町です。 

ちょうど今が時期となっていますが、新巻鮭の

発祥の地であり、この時期、家の軒先に新巻鮭が

干してある風景が風物詩でありましたが、近年は

気候変動の影響から、サケが不漁となっており、養殖に取り組んでおり、こちらもだんだ

ん生産量を伸ばしています。 

また、大槌湾に浮かぶ蓬莱島は、人形劇ひょっこりひょうたん島のモデルとも言われて

いる島で、町のシンボルであり、それをデザインモデルにした駅舎があります。 

また古くから郷土芸能の獅子踊り、虎舞がありますけれども、祭り好きな町民性で知ら

れています。 

こちらは大槌町の中心部の写真になります。上

側が小鎚川、下側が大槌川、2つの河川に挟まれ

た中洲の平野に発展してきた町です。 

ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、

2011 年の東日本大震災で被害を受けた街でもあ

ります。こちらが震災直後の航空写真です。この

中心部を含むほぼ全域が浸水して被害を受けた

様子がわかるかと思います。 

こちらは中心部の現在の様子になります。 

真ん中に現在の役場の庁舎、こちらは藩政時代

の代官所跡の上にちょうど立っており、こちらを
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中心として、まず山側に土地区画整理事業による盛り土、平均 2mほど嵩上げ盛り土を行っ

て、市街地を再整備しています。 

海側の低地部に関しては、どうしても津波被災時の被災を免れないということで、災害

危険区域に指定されており、住居を建てることを禁じています。元々住んでいた方につい

ては、防災集団移転促進事業を活用し、移転促進区域として高台移転を進めました。 

本日ご紹介いたしますのが、この移転促進区域内にある郷土財活用湧水エリア整備区域

という場所になります。 

図は、大槌町の自噴井戸群の位置を表した図で

す。こちらは嵩上げ盛り土の前に調査したものに

なりますが、この地域だけで約 180 か所以上の自

噴井が確認されております。 

津波により生まれた湧水環境ということで、冒

頭にありました源水川のように、大槌町は湧水に

恵まれた場所であり、その後、源水川から津波に

よって移動してきたイトヨ、それから元々海にい

た太平洋型のイトヨが交雑して、新たな移転形態

を持つイトヨが生まれています。 

その他にも、こちらタコノアシですとか、これ

はミズアオイという植物なのですが、今まで市街

地では見られなかった希少種の植物が発見され

ています。津波によるものです。 

こちらの自噴井が残されたこと、それから雨水排水が不良を起こしたために、水溜りが

いたるところにできたことによって生まれた湧水環境ということになります。 

ここで大槌町と湧水の歴史的な関係について

少しお話をさせていただきます。 

こちらの写真は代官所跡、現在の役場庁舎から

出土した湧水井戸になります。 

こういった湧水活用した上水道遺跡が東日本

で発見されるのは大変珍しいことだと伺ってお

ります。 

また、この写真は、かさ上げ工事前に発掘調査

した江戸時代の町屋遺跡の跡になります。こちら

にも湧水を利用するための木櫃（きっつ）という、

こちらは東北の方言で箱型の容器を指しますけ

れども、大槌町では水を溜めるこの箱型の容器を

「きっつ」と呼んでおり、江戸時代の町屋遺跡か

らもこちらが発見されています。 
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スライドの写真は震災前の民家にあったこの

「きっつ」の写真になります。こちらは現在です

ので、木ではなくコンクリート製です。上段で飲

料、食料を洗い、下段は洗濯や掃除に使うという

工夫がなされておりましたし、まさに井戸端会議

ということで、町のコミュニティの中心でもあり

ました。 

次は、大槌町において地下水が自噴する仕組み

について、少しお話をさせていただきます。 

大槌町のように海が近い場所で自噴帯がこれ

ほどあるということは実はちょっと珍しいとい

うことを伺っております。 

どういった仕組みなのかといいますと、まず雨

や河川からの浸透が、砂礫層ですので、こちら水

を通しますので、こちらに上流から流れてきます。ただ、海は海水ですので、こちらが海

水の塩水楔の効果によって、海でまず蓋をされます。大槌町の地盤の状況は、この砂礫層

の間に、粘土層の難透水槽がありまして、こちらが上から蓋をされる格好になるので、下

に潜った水が、上の蓋と海水の蓋、二重の蓋により行き先がなくなることによって圧を持

ち、その圧を持っている帯水層まで自噴井の人工的なパイプなどを入れることによって自

噴するという仕組みになります。 

これらのまちの湧水の歴史、それから活用の方

向性ということで、町はこれを整理しました。 

まず自噴井を保全していくこと。それから汽

水、淡水域、水路のネットワークを確保すること。

そこに生まれた多様な環境を維持すること。また

湧水の暮らしの記憶を残すこと。 

2018 年に、郷土財活用湧水エリア整備事業と

しまして復興交付金事業として採択され事業化

に至りました。 

施設平面図になります。こちら直線的な水路

で、ビオトープなどではあまり直線線形は使わな

いのですけれども、元々人が住んでいた住宅街に

ありました水道でしたので、そちらのレガシーと

して、こちらの水路線形はそのまま残しているということになります。 
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水道断面になりますが、ある程度、こちらは雨

が降っても貯水できるような断面機能を持って

いるところでございます。 

技術的な部分ですが、水路高計画満潮位、こち

らは潮の満ち引きの影響を大きく受けますので、

途中で堰を設けまして、海水の遡上を防ぐことを

しております。 

こちらがどういった意味合いを持つのかとい

うことになりまして、一つのエリアの中で海水遡

上を防ぐことによって、淡水域のエリア、汽水域

のエリアということで、多様な環境を作り上げる

ことができるだろうという狙いを持ったものに

なります。 

実際の工事の様子ですが、まずこういった住宅

基礎などを撤去し、当時住んでいた水生生物の移

植作業を進め、支障物撤去の際、表土を保管し、

こちらを戻すことによって早期に復元を図りま

した。 

こちらの「きっつ」ですが、一部保全しており

ます。こちら被災前の写真、被災後の写真、完成

直後の写真です。2025 年現在の写真であります。

植生が回復したことが見てとれるかと思います。 

各池に名前がありますけれども、こちらの名前

については地元小学生がつけてくれました。 

一部新たに乾燥している地域があったので、岩

手県立大学と共同で、こちら研究として、また新

たに池を作ってみたところという部分です。 

こちらのエリアの活動の様子です。毎年大槌学園というところで、ふるさと科という授

業を行っておりますが、5 年生によるイトヨ観察会になります。ふるさと科についてはこ

の後パネルディスカッションで、同じく大槌町の小石先生からご説明あるかと思います。 
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別な活動ですが、こちらのミズアオイのかく乱

作業、水の中の種をかく乱しなければこの花は咲

かないということで、毎年ボランティアによって

かく乱作業を行っています。 

このミズアオイの観察会の様子ですが、この観

察会の後、試食会を行っております。これは、古

くから万葉集にも詠われており、人の身近にあっ

た植物であるということです。 

現在の大槌町の様子になりますけれども、特に

この地域で高台移転などが進んだことによって、

暮らしの近くで井戸を見るということはなかな

かなくなったのですけれども、井戸が枯れたわけ

ではありません。こういった活動の場、こちら整

備したことによって身近に触れ合える。湧水を活

用して、いろんな活動が今行われているというこ

とになります。まさに、事業を目的にかなったよ

うな使い方をされているのかなということにな

ります。 

以上で私の発表を終わります。ご清聴ありがと

うございました。 
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事例発表② 

 

演題：“いい川”・“いい川”づくりワークショップの 27 年 

講師：NPO 法人全国水環境交流会理事 堺 かなえ 氏 

 

皆さんこんにちは。本日ご紹介する「“いい川”・

“いい川”づくりワークショップ」の事務局をし

ております NPO 法人全国水環境交流会の堺と申

します。よろしくお願いいたします。 

「いい川、いい川づくりワークショップ」は、

1996 年、当時の建設省によって、川に対する関

心、啓発や、7月 7日七夕の天の川にちなみ、「川

の日」が制定され、その記念行事の一つとして、

全国の川の活動、事業を励まし、関心を持っても

らおうと、川や水環境に関わる市民、行政に呼びかけ、「川の日」ワークショップとして

1998年にスタートしました。 

どのようなことをやっているのかというと、私

達が考える、目指す“いい川”、“いい川づくり”

とはどんな姿なのか、どんなことなのか、立場の

違う市民、住民、行政、いろんな方たちに参加し

てもらうことによって、それを問いかけ、自由に

やわらかに探っていこうというワークショップ

です。 

全国各地から、これぞ“いい川”、“いい川づく

り”という実践や思いを持ち寄って、発表と議論

による選考のプロセスを全て公開で、2 日間かけ

て行う全国大会です。 

この 10月末が、通算 27 回目の大会でしたが、

これまでの開催で、行政、市民、協働による川づ

くりなど、延べ 1365 件がエントリーしてきまし

た。最初は、「川の日」ワークショップとして 10

年続け、その後、私達が目指す“いい川”という

テーマを掲げ、“いい川”・“いい川づくり”ワー

クショップという名称に変更しました。当初はほ

とんど東京で開催していましたが、第 18 回の 2015 年からは、各地に出向いて、地域の協

力、参加を得て開催するようになりました。 
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各地で開催することによって、地域発のテーマを取り上げたり、水辺を訪ねたり、また、

開催地域からの参加が増えて、全国各地や地元の活動を知ってもらう機会になり、広がり

やネットワークができてくるようになりました。そうしたことからさらに、地域の“いい

川づくり”に向けたネットワークや地域の大会が独自に開催されるといった契機にもなっ

てきました。 

これがその様子です。東京で最後に開催された

2014年の大会（左上）、2011 年の東日本大震災の

4 年後に、仙台で行われた大会です（右上）。東北

でも地域の大会が開催され、多くの活動が活発に

行われていいましたが、震災の影響でなかなか活

動が難しくなり、みんなで行って、“いい川づく

り”をまた始めるきっかけになればということ

で、開催されました。その後、岡山（備中高梁）、

そして福岡での開催がちょうど 20 回目の記念大

会（2017）でしたが、この 2 か月前に九州北部豪雨で大きな災害がありました。まだ大変

な時期だったのですが、私達いい川づくりに取り組んでいる市民、住民は、日常的な川と

の関わりと、もう一方では、こういった災害に対してどう向き合うかということもこの場

でもあわせて考えたいといったことが、20周年の特別プログラムで議論されました。 

このあたりから、ゲリラ豪雨や線状降水帯といった、台風に限らず大きな災害が多発す

る状況が起きている中で、市民、住民が、日頃の“いい川”づくりの取り組みの中で、災

害の大きさに対して押し黙ってしまうような状況が起きているのではないかという問題提

起もありました。 

2018 年の北海道十勝大会では、直前に胆振東

部地震が発生し、約 3 か月後に延期して開催さ

れ、恵みとリスクを共有する十勝の大連携を見せ

てもらった大会です。 

滋賀・京都大会（2019）後のコロナ禍では、“い

い川”づくりをつなごうと、中部の若い人たちが

中心になり、現場中継などオンラインを巧みに使

って開催した大会、続く 2021 年は、岐阜の長良

川で会場とオンラインをあわせて開催しました。

大会と並行し、大学生たちの企画運営で、長良川を自転車で紹介しながら走る中継を織り

交ぜながら、川の恵み、巡りとつながりを体現してくれました。 
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2024年の石川での開催は、元旦の地震と、大会

直前の水害で開催が危ぶまれましたが、石川のネ

ットワークをつくろうとしている若い世代が中

心になって、大会テーマ「水辺でつながる石川」

をたくましい姿で見せてくれました。 

そして、この 10 月に行われた、「“いい川”・“い

い川”づくりワークショップ in ひょうご神戸」

は、ちょうど阪神大震災から 30 年の年でした。

「水の恵みとともに生きる地域の力を、震災 30

年の地から発信する」という現地からのテーマ

を、各地の取り組みとともに共有しようというこ

とで開催されました。 

この神戸の大会から、ワークショップの 2日間

について紹介します。 

大会の 1日目は、全体発表会で始まります。募

集による“いい川づくり”の取り組み、対象とす

る水辺やテーマは、回を重ねるごとに広がってい

ます。市民、住民による取り組みを中心に、さま

ざまな連携、子供たちの活動や大学生の研究、河

川管理者や行政の計画、事業も含めて、全て並び

で行われます。 

語りや写真、映像なども使った 3 分間の発表

は、自分たちが“いい川”、“いい川づくり”をど

んな思いで、どんなことをやっているのかを、す

ごくユニークな方法で表現するものもあり、今回

もギター漫談や寸劇や歌というようなものもあ

り、その楽しさも含めて思いを伝えることが、こ

の発表会で行われます。 

今回は 41 団体がエントリーしましたが、発表

を受けて、グループに分かれてのテーブル選考が

行われます。発表で互いに関心を持ったことなど

を柔らかい言葉で議論しながら、“いい川”、“い

い川づくり”のポイントを探し、さらに深掘りし

ていくグループワークが時間をかけて行なわれ、

翌日の選考の対象となる団体をテーブルから推

薦します。 

そして各テーブルからの報告の後、阪神淡路大震災から 30 年という地域発の特別セッ

ションとして、復興のまちづくりから国内外の被災地の復興支援に関わってこられた神戸
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まちづくり研究所の野崎隆一さんから、「被災地支援からの学び」と題してお話いただきま

した。こうした地域のテーマをみんなで議論したり、話を聞いたりする機会は、地域の“い

い川づくり”に取り組む人たちにとって、とても意義深いものになっています。 

ワークショップの 2日目は、ポスターセッショ

ン形式によるフォーローアップの復活選考から

始まります。新たな視点から選ばれた団体が次の

ステージ、全体選考の対象に加わり、応援を受け

て磨かれた 3 分間の発表、選考が行われます。2

日目の選考は、この全体選考、最終選考を兼ねた

公開討論会が、それぞれ担当するコーディネータ

ー、コメンテーターによって、会場の意見も交え

て行われていきます。 

この選考のプロセスは、“いい川”って何だろ

うという言葉を手がかりに、“いい川づくり”の

取り組みに、多様な世代、地域からの参加、交流

を促し、フラットな議論や対話を通して、それぞ

れの“いい川”づくり、“いい川”のイメージや

ビジョンを共有するプロセスです。 

発表者にとっても、ユニークな表現や柔らかい

言葉で伝え合う「共感を呼ぶチカラ」、対話や議

論を通じて、新たな発見や取り組みのエネルギー

をつかむといったことを目的としています。 

和やかななかにも真剣な議論を呼ぶ選考は、最

初は「審査」と言っていましたが、優劣を決める

のではなく、2 日間を通した深まり、学び合いの

成果として、グランプリ等の入賞を選び称え合う

という目的から、「選考」に改めました。 

評価基準が予めあるわけではなく、具体的な取

り組みや実践、それぞれの“いい川”、“いい川づ

くり”から、新しい評価の視点や関わり豊かさを

発見し紡いでいきます。また、気づきや共感とと

もに、自分ごととして、自分と川、地域との繋が

り、関わりが見えてきます。 
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その状況をワークショップの総合コーディネ

ーター延藤安弘さんは、「わくわく&リーズナブ

ル」と表現しました。森先生に言わせると、「根拠

を持ちつつ楽しい活動であること」。 

自分事として関わることで、喜びなり、楽しさ

などを感じながら活動に関わることができる、

“いい川づくり”のハード・ソフトのアイディア

や技術を共有したり、いろいろな立場の人が関わ

ったりすることで、“いい川づくり”の取り組み

の方法や方向性の発見や共有、関わりの豊かさに

つながるのではないかと思います。また、川の恵

みや地域の豊かさとともに、課題やリスクという

ものも共有できるような状況が生まれてくる、ワ

ークショップがそういう場であるといいなと思

っています。 

新しい視点や多くの共感を呼んだいくつかの

取り組みを紹介したかったのですけれど、時間に

なってしまったので、ホームページの方でも、今

まで出てきた一つ一つの取り組みの紹介をしていますので、ぜひご覧になっていただけれ

ばと思います。 

以上です。ありがとうございました。 
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事例発表③ 

 

演題：水と共に生きる湧水のまち 

講師：大野市農業林業振興課企画主査 谷口 英幸 氏 

 

皆さんこんにちは。大野市役所、地域経済部農

業林業振興課の谷口と申します。画面にもありま

すとおり、私、現在農業と林業の担当をしており

まして、昨年度まで水循環に関わる課にいました

ので、今回はピンチヒッターでこの場に立たせて

いただいております。 

私の方から、水とともに生きる湧水のまちとし

まして、大野市の取り組みをご紹介させていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

まず初めに大野市の紹介です。大野市は福井県

の東部に位置し、人口約 3万人。面積にしまして

は 872.43平方キロメートルで、県全体の約 20%、

その内森林が 87%を占めております。 

市役所がある位置は、市街地の大野盆地となっ

ておりまして、荒島岳、経ヶ岳などの山々に囲ま

れた盆地となっています。そして、九頭竜川、真

名川、清滝川、赤根川といった一級河川が流れる

ところになっております。 

市街地は、約 450 年前、織田信長の部将、金森

長近公が、越前大野城築城の際に、碁盤目状の城

下町を建設したことに由来しています。市街地南

部の湧水地、本願清水を水源地として町用水を整

備し、その町割りが今も残っている形になってお

ります。また、まちのいたるところに湧水があっ

たと伝えられるほど、古くから湧水が豊富であり

まして、特に代表的な御清水（おしょうず）、本願

清水（ほんがんしょうず）があります。大野市の

方では清水と書いて、「しょうず」と呼んでおります。 

こちら地下水の流線図と井戸の分布になります。左側は、国が水循環解析モデルで作成

しました、大野盆地の地下水の流れを示した図になります。一級河川に沿って地下水が流

れておりまして、単一自治体内で地下水の流れが完結している、特異な水環境となってお

ります。 
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右下の図ですが、こちらは平成 14 年に調査し

た井戸の分布図になります。市内約 1 万 1000 世

帯の約 70%が自己井戸を所有しておりまして、現

在でもほとんどの家庭が地下水を自らくみ上げ、

飲料水などの生活用水としてそのまま使用して

おります。 

先ほどご紹介しました本願清水ですが、淡水型

イトヨの生息地の南限として、昭和 9年に国の天

然記念物に指定されております。 

大野市で生息する淡水型イトヨは、ここ大垣市

に生息するハリヨと同じトゲウオ科の魚になり

ます。 

夏場でも水温 20℃を超えない冷たくて綺麗な

水にしか生息できないため、環境のバロメーター

として極めて重要な存在となっております。また

湧水文化の象徴的な存在でもあり、地域の宝物と

なっております。 

市民生活とイトヨにとってなくてはならない

地下水ですが、高度成長期に入りますと地下水涵

養量の減少、また地下水揚水量の増加に伴いまし

て、地下水位が低下するようになってきました。

地下水位が低下し、市民生活にも影響が出て、当

時、給水車が出動するような形でした。 

また、昭和 30 年代、豊富にあった湧水地の水

がなくなった、枯渇した状態になりまして、市民

と行政が協働した地下水保全の取り組みがここ

からスタートしていきました。 

こちらは大野市が取り組んでいます水資源保

全の取り組みの主なものになります。地下水を守

るために条例の制定などを行っております。 

またこの後にご紹介しますが、地下水の水位、

また水質などの調査観測、水資源を保全するため

の計画づくり、水資源の保全は行政のみでは不可

能であるため、産学官民の連携、地下水を回復す

るための行動、また市内外への広報を実施してお

ります。 
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近年は、人口減少や地球温暖化などの課題を踏

まえて、令和 3年に大野市水循環基本計画を策定

しております。基本理念は健全な水循環による住

み続けたい結のまちの実現といたしまして、3 本

の基本方針を定めております。 

そして流域マネジメントを推進させるために、

大野市水循環推進協議会を立ち上げ、市民、企業、

研究者、公的機関などが連携して地下水保全に取

り組んでおります。 

大野市環境・水循環課では、近年特に流域マネ

ジメント・地下水マネジメントに取り組んでいま

す。 

様々な観測調査研究を行っていますが、今日は

この着色している部分、水位、水質、水温につい

てご紹介させていただきます。 

大野市では昭和 51 年から、左下の写真のよう

に市民がほぼ毎日手計りで地下水位を計測して

おります。またその計測した数値を、本日の地下

水位というところで看板表示を、これをほぼ毎日続けております。このような簡易測定が

市内の 16 か所にありまして、手計りの他にも市街地周辺には 18か所での機械観測を実施

しております。 

こちらが計測した結果になります。横軸が時系列、4 月 1 日から 3 月末という形で、縦

軸が地下水位となっておりまして、上が地面に近く、下になるほど地下水位が低下すると

いう形です。 

大野市の地下水位は、おおむね毎年このような

動きをしておりまして、5月頃の田んぼに水が張

られるころから、地下水が上がってきまして、田

んぼの水を落とすころには、地下水位が下がって

いきます。 

また時雨の時期ぐらいからは、地下水位が上が

りまして、また雪になりますと、地下浸透が少な

くなるため地下水位が下がり、雪解けのときに地

下水位が上がるという形になっております。 

例年、この近辺になりますと地下水位が下がったことに伴いまして、地下水注意報、警

報というものを発令しまして、市民への地下水の節水を呼びかけております。 
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10月から 2月の地下水位が下がる時期に、冬季

水田湛水事業を昭和 53 年度から実施しておりま

す。市街地の上流側にあります場所において、冬

季の間、水田湛水を行い、水を浸透させて、市街

地の地下水位を上げるという取り組みをやって

おります。こちら、令和 3 年度からは約 40 ヘク

タールに拡大して実施しております。 

先ほどの春日公園のグラフを 50 年間分のグラ

フにしたものになります。上の線がその年の最高

の水位で、下がその年の最低の水位、真ん中の折

れ線グラフ、こちらはその年の平均水位を記載し

ております。緑色の線で書いてある通り、平成 20

年ごろから地下水位が上がるような形になって

きております。こちらにおきましては、市民の農

地の維持、あと国・県によります地下水浸透の取

り組みが効いているのかなと思います。 

次に地下水質の観測について、こちらも昭和 50

年代から地下水質の調査を実施しております。年

に 1 回、41 か所で水道水基準に適合しているか

の水質検査を実施しております。 

令和 6 年度、7年度ともに地質由来の影響を受

ける地域を除きまして、全ての項目で地下水質が

問題ないことを確認しております。また令和 6 年

度におきましては、有機フッ素化合物の検査を実

施しておりまして、こちらにつきましても飲料

水、生活用水として問題ないことを確認しており

ます。 

また地下水温の観測も実施しております。市内

の 9か所で水温の測定をしており、気温とともに

地下水温も上がっていることが分かります。この

ことは、大野市で地下水を原料としている食品や

水環境の健全化を示す市の魚イトヨの生態系へ

の影響が懸念されております。 

ここからは、水循環に関わる人材の育成と水文

化の継承についてです。 

大野市民や団体の活動により、市の魚であるイ

トヨの保護の機運が高まりました。天然記念物「本願清水イトヨ生息地」の抜本的な環境

改善と、地域の貴重な資源として保護していくということを、生涯学習や環境学習の場と
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しまして、平成 13 年に本願清水イトヨの里とい

う施設を開館いたしました。開館以降、大野市の

水環境保全のバロメーターであるイトヨの保護、

市内小学生などの環境学習を実施しております。 

また、キャリングウォータープロジェクトにつ

いて説明させていただきます。 

キャリングウォータープロジェクトとは、アジ

アで最も水環境が貧しい、東南アジアの東ティモ

ールという国の現状を知り、大野市民や事業所さ

んの寄附を通じ、市民が当たり前になっている水

のありがたさというものを再認識するため、大野

に対する自信と誇りを再認識するために始めた

事業になります。 

プロジェクトでは、3年間で給水器 6基を設置

いたしまして、大野市の事業としては終了しまし

たが、その理念は、市民有志によって引き継がれ

ているという形になっております。 

また、地元の県立大野高校では、「ボランティ

アサークル結（ゆい）」というところが、東ティモ

ールの高校との交流や寄附などを継続しており

まして、令和６年度の高校ボランティアアワード

全国大会で水と地元産業、地元食材をテーマとし

ました発表で、日本赤十字賞を受賞しておりま

す。 

大野市では、これまでお話させていただきまし

た通り、市民に水環境を伝える場といたしまし

て、水について学べる施設「越前大野 水のがっ

こう」を令和 2 年 3 月 22 日、世界水の日に開校

しております。 

こちらでは、水の学習研究、水環境の保全継承、

水のブランド化のこの三本柱を主にして活動を

しております。 

最後にご紹介するのは、美味しい地下水と水が

育む食文化になっております。 

大野市の地下水は、旧厚生省の美味しい水研究

会が示す、美味しい水の基準に適合するとなって

おります。古くからお酒、味噌、醤油などの発酵食品、また、お米や和菓子など、豊富な



27 

 

地下水に育まれた食文化が発展して、人々の暮らしを豊かにしております。大野市にお越

しになった際にはぜひお買い求めください。 

最後になります。 

大野市南六呂師地区というところが、令和 5年

8 月 21 日に、アーバンナイトスカイプレイス部

門で、アジア初の星空保護区に認定されました。

本日、私も含めて大野市の職員数名来ております

が、名刺交換していただけますと、その星空の入

った名刺がありますので、ぜひ名刺交換をよろし

くお願いいたします。 

これで大野市からの報告を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 
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事例発表④ 

 

演題：湧水のまち・水都大垣のまちづくり 

講師：大垣市長 石田 仁 氏 

 

地元大垣市の石田でございます。 

まずは大垣の場所でございますけれども、本当

に日本の真ん中に岐阜県がありまして、その岐阜

県の南西部に位置しております。 

JR東海道本線、名神高速道路、国道 21号、東

海道本線が走っており、昔から東西交通の要衝と

して発展しております。 

また、木曽山系、揖斐山系の地下水が集まる場

所で、木曽山系で 100 年前に降った水が地下に潜

って、そのまま南の愛知県名古屋の方に向かって

いって、猿投の山のところで岩盤に当たって西に

回ります。その後、ここの西にある養老山脈にも

岩盤があるのでそこに当たり、加えて、揖斐川の

上の方で振った水もまっすぐ養老山脈に沿って

南へ下ってくると、岩盤にぶつかったところに水がたまり、一番深くなるところが大垣あ

たりで、そこから水が噴き上がってくると言われておりまして、戦前には、繊維産業の帝

人さんとか、ユニチカさんとか、日本全国の繊維産業が大垣にきていました。今は、電子

精密機械等、ものづくり産業で、さらにまちが発展を続けていると思っております。 

豊富な地下水、河間とか掘り抜き井戸が湧き上がっておりまして、川にはハリヨが住ん

で、ホタルが飛び交うということで、昔から水都と言われておりました。 

市長に就任する前は、市議会議員を 18 年ほどさせていただいており、長年市政に携わっ

てきました。 

近年、このように豊富な水はあるのですけれども、なかなか水都を実感できないと感じ

ています。水に触れる機会や、水を感じる機会がないのではないかと。 

子供たちにアンケートを取ったときに、どこへ行くと水を感じますかとたずねると、お

菓子屋さんの軒先で水まんじゅうが売っている水槽とか、西濃運輸さんのタクシー、スイ

トタクシーというのですが、水都を感じるところはスイトタクシーの乗り場ですといった

答えが返ってきました。これには大変ショックを受けまして、なんとかこの豊かな水をし

っかりと後世に伝えていきたいという思いがありました。 

市長に就任してから、岐阜協立大学の森先生にご相談申し上げ、また国土交通省のご支

援等も賜りながら、今新たにこの事業を立ち上げさせていただきました。 
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こちらのスライドは平成の名水百選、加賀野八

幡神社の井戸がボコボコと湧いているところで

すけれども、名古屋のお寿司屋さんや喫茶店の方

が、20リッターのポリ管 10～20個を車に積んで、

この辺り長蛇の列ができていまして、タダなので

みんな持って帰られます。 

大垣市内には、28か所ほど、このような井戸を

整備しています。 

この一つ一つの水質検査を年に 1 回行っており、結果を表示しています。 

先般も、こうした水都大垣再生プロジェクトをやっているということを聞きつけていた

だき、全国地下水学会さんが大垣で学会を開いていただきました。北海道から沖縄まで、

学生さんや教授の方々が、隣のソフトピアの会場で議論いただきました。その際にも大垣

を回られて、一つ一つの井戸に水質検査をしてある、こういう水質ですよということを全

部表示してあることに驚かれていました。飲んでも大丈夫ですので、皆さん持って帰られ

ています。 

この水都大垣再生プロジェクトにつきましては、

水都を感じるまちづくり、水都を楽しむ賑わいづ

くり、水都を生かすものづくり、水都を引き継ぐ

歴史づくり、この四つの施策体系で、令和 5年度

にスタートをさせていただきました。 

ちょうど 3 年で一つ区切りをつくっていきた

いという思いがありましたので、今年最終年度と

して、この水環境フォーラムを一つの集大成にして、ここでいただいた様々な意見を、来

年度以降、次の 3 年間のサイクルでつくっていきたいと考えております。 

少しずつ市民の皆さんにも、湧水のまち水都大垣を理解していただけているのではない

かと思っています。着実にブランド力も向上し、そして、市民の大垣愛、水や、水都大垣

を大好きというような愛情が醸成してきたのではないかと感じてきています。 

少し施策体系ごとにお話をさせていただきます。 

まず、一番目の水都を感じるまちづくりです。 

JR を使って来ていただいた皆さんはご存知か

と思いますけれど、去年の 11 月に、駅の南口を

降りてきたところに、出会いの泉と集いの泉とい

う 2つの井戸舟を整備しました。土管と 2 層の井

戸舟があります。大垣では、昔から各家庭にこの

ような土管の井戸があって、ここから水が上がっ

てここで水が噴き出してきて、上で飲み水や野菜を洗ったり、下は食器や衣服を洗ったり

という使い方をしていました。お金持ちになってくると、これが 3層 4層あったというふ

うにお聞きしますけれども、大体は 2 層 3層ぐらいのものが家庭にありました。 
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またこちら側には、ボコボコと湧き上がる力強い水を表現しようということで、この 2

槽をつくりました。 

この駅南口の二つの井戸舟をスタートにして、市内 2か所の湧水スポットを市民の皆さ

んに楽しんでいただけるような取り組みも進めております。 

次に施策体系 2、水を楽しむ賑わいづくりとい

うことで、市の中心部に流れております水門川を

活用した賑わいづくりを行っています。このよう

な SUP 体験や、舟下りということで、市内を 10

分ほど船で下っていただける事業を行っていま

す。 

この上側がずっと桜並木となっておりまして、

JR のツアーなど団体でお越しいただいています。市民の方々からは、最近は予約が取れな

いというご意見をいただくほどで悩ましいところでもあります。 

その水門川を活用しながら、水都大垣かわまちテラスという事業を進めています。 

7 月 7 日の川の日に、水辺で乾杯ということで、毎年、この場所に 300 人から 400 人ぐ

らいの方にお集まりいただき、木枡で地酒で乾杯というイベントを開催しています。お近

くの方は、来年 7 月 7日 7時 7分、市役所の南側でやりますので、またお越しをいただけ

ればと思います。 

施策体系 3 ですけれども、水都を生かすものづくりということで、湧水を使用しました

大垣の美味しい水、さらに日本耐酸壜という瓶を作っている工場が市内にありますので、

そことコラボをして昔懐かしい上からポンとするとビー玉が落ちて飲むことができるラム

ネを作っています。 

また、ケンミン SHOW でも紹介していただきま

した水まんじゅうもあります。これは、5 月ぐら

いから 10 月頭までの期間限定で、葛粉とわらび

粉をおちょこに入れて、その真ん中にあんこを入

れる。あんこもいろいろな種類があり、それを井

戸舟の中でしっかりと冷やして、そのまま井戸舟

から出していただく。さらにその水も、水まんじ

ゅうには入っているので、水まんじゅうを食べて餡が溶け出した水を最後にぐっと飲むと、

これがまた大垣市民にとっては至極のひとときでして、そんな食べ方をするまんじゅうっ

て多分ないだろうなと思っていますけれども、こうしたものもしっかりと大垣ブランドと

して発信をしていきたいと思っています。 
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次の施策体系 4は、水を引き継ぐ歴史作りとい

うことで、歴史としてしっかりと水を後世に伝え

ていく取り組みです。 

湧水ポータルサイトという情報サイトをつく

っており、市内の代表的な湧水スポットの紹介

や、湧水の由来、歴史、保全活動、さらにはハリ

ヨと湧水の関係などを紹介しています。ぜひとも

一度、ご覧いただければと思っています。 

そして、岐阜協立大学の森教授と、水都大垣再

生会議ということで、これから水を使ってどう大

垣市を元気にしていくのか、さらに水をどう後世

に残していくのか、議論をさせていただいており

ます。来年以降も、引き続き、お願いしたいと思

っています。 

今後の取り組みについてお話をさせていただ

きますが、先ほど申しました 28 ある井戸舟を歩

いてめぐることができるように、駅南口に、この

11 月に二つの大きなデジタルサイネージをつけ

ましたので、そこで様々な情報発信をしていきま

す。さらに、こうしたまちなかサインを整備し、

青色は水に関するもの、オレンジ色は歴史に関す

るもの、緑色は公園というような 3種類に分けて、先ほどのデジタルサイネージを起点と

して青い看板を巡っていただくと湧水スポットを周ることができるような仕組みをつくっ

ていきます。 

さらに、スマートフォンを活用して、デジタルで様々な情報が出てくるようなマップを

作成し、大垣を訪れた方々にも、大垣のことをよく知っていただけるような取り組みを進

めているところです。 

また、子供たちにも水について理解を深めてい

ただきたいということで、大垣もふるさと大垣科

というものを授業の中に取り入れています。 

大垣は、芭蕉の奥の細道むすびの地が有名で

す。俳句というものもしっかりと教えようという

ことで、ふるさと大垣科では、俳句のことと、そ

して水、川のこと、このことをメインにしながら、

しっかりと学んでいただいています。 

さらに、こうした水循環フォーラム等の学びの機会も設けています。 

3 年前から共創の花開くまちということで取り組んでまいりました。 
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役所はどうしても縦割りになりがちですが、こ

の水都大垣再生につきましては、都市計画部だけ

ではなく、生活環境部だけではなく、教育も財政

も、そして企画も全部がプロジェクトに関わって

取り組んでいく。そのような形で、一昨年は共創

の根付く年、去年は共創の芽吹く年、今年は共創

の花開く年として、3年間でこの水都大垣再生に

しっかりと取り組んでいくという考えで進めて

います。 

令和 8 年度からは、次の水都大垣再生プロジェ

クトをスタートいたします。 

皆さんには、またぜひとも大垣にお越しいただ

き、夏に来て水まんじゅうを食べていただけると

非常に嬉しく思います。 

以上大垣のご紹介とさせていただきたいと思

います。今日は本当に貴重なお時間ありがとうご

ざいました。 

 

 


